
２０２５年度看護職連携強化交流会開催要項 

 

１ 目 的 

県民が、住み慣れた地域で安心してその人らしく暮らせるよう支援するためには、病院、施 

設、行政など幅広い分野で働く看護職が相互に連携し、生活モデルの中で看護を提供すること

が必要となる。 

特に 2040 年は、生産年齢人口のさらなる減少と 85 歳以上の高齢者の増加が進むと言わ 

れており、先例のない社会状況となることが見込まれている。どのような状況になっても、看護は、

人々の最も身近にいる専門職として、そのポテンシャルを最大限に発揮し、健康を支えていくこと

が重要である。 

そこで今回、それぞれの立場の看護職が、患者とその家族を主体に医療やケア、療養生活 

などについて話し合いを行い、患者の意思決定を支援するそのプロセスに 焦点を当て看護職

間の連携強化を図ることを目的に開催する。 

２ 日 時   ２０２５年１２月６日（土）  １３時 00 分～１６時 00 分 

３ 場 所   大分県看護研修会館 ３階 大研修室    （ハイブリッド開催） 

４ 主 催   大分県看護協会 職能委員会 

５ 参加料   無料  

６ 内 容   

 時 間 内 容 

13:00～13:05 開会挨拶   （大分県看護協会 会長 玉井 保子） 

13:05～14:35 

 

 

〇特別講演 

  演 題  「ACP支援～自分らしく生きるために～」 

     講師  杏林大学保健学部   准教授  角田ますみ氏 

14:35～15:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:30～15:55 

〇シンポジウム 

テーマ「ACP 支援のための看看連携～自分らしく生きるために～」 

シンポジスト 

保健師職能：「神経難病患者が望む在宅生活の実現に向けた意思決定支援」 

            大分県北部保健所 地域保健課 主幹（総括）阿南恵理香氏 

助産師職能：「精神疾患合併妊娠の母子への多職種と連携した意思決定支援」 

             別府医療センター   助産師   湯田彩織氏 

看護師職能Ⅰ：「他職種連携で支える意思決定支援～中津市の取り組み～」 

           中津市民病院      看護部長 矢野東和代氏  

看護師職能Ⅱ：「在宅療養支援に関わる診療看護師（NP）の実践活動」 

臼杵市医師会立コスモス病院 在宅医療支援チーム 係長 上野聖子氏 

〇意見交換 

16:00 閉会挨拶   （大分県看護協会 職能委員長）  

7 問い合わせ先 

   大分県看護協会 事業部   TEL ０９７-５７４-７１１７ FAX ０９７-５４５-３７５１  

Mail:jigyou@oita-kango.com 


